
　（　　）71 （偕行　令和 8 年 1 ・ 2 月号）
（
課
題
句
「
本
音
」）

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
本
音
隠
し
て
世
を
渡
る	

東
49
富
田
徹

本
音
押
さ
え
夫
婦
円
満
長
つ
づ
き	

（　

〃　

）

本
音
よ
り
失
言
狙
う
質
問
者	

　
陸
65
志
村
泰
元

ア
ノ
国
じ
ゃ
本
音
言
っ
た
ら
死
刑
だ
ぞ	

（　

〃　

）

本
音
と
は
両
端
が
穂
の
槍
の
こ
と	

（　

〃　

）

世
渡
り
は
本
音
建
前
使
い
分
け	

陸
66
幸
田
武
生

お
だ
て
ら
れ
本
音
を
話
し
悔
い
残
る	

（　

〃　

）

他ひ

人と

様
に
言
え
ぬ
本
音
の
二
つ
三
つ	

（　

〃　

）

建
前
の
壁
に
本
音
で
体
当
た
り	

（　

〃　

）

本
音
吐
く
つ
も
り
実
は
と
居
を
た
だ
し	

（　

〃　

）

本
音
か
な
芸
人
た
ち
の
政
治
論	

陸
69
鮫
島
洋
二
郎

然
る
べ
き
心
に
仕
舞
う
我
が
本
音	

（　

〃　

）

早
苗
節
本
音
本
気
の
冬
立
ち
ぬ	

（　

〃　

）

新
総
理
本
音
が
今
後
後
を
引
く	

陸
70
柳
沢
今
朝
友

新
総
理
初
外
交
も
満
点
で	

（　

〃　

）

病
室
も
患
者
の
苦
痛
休
ま
れ
ず	

（　

〃　

）

観
想
戦
本
音
で
打
た
れ
脂
汗	

陸
75
黒
澤
利
光

あ
き
ん
ど
は
本
音
建
前
や
じ
ろ
べ
い	

（　

〃　

）

爺
婆
は
本
音
語
ら
ず
祝
白
寿	

（　

〃　

）

打
ち
上
げ
で
本
音
吐
き
出
し
浮
き
袋	

（　

〃　

）

さ
り
げ
な
く
本
音
引
き
出
す
店
の
マ
マ	

（　

〃　

）

心
友
は
本
音
通
じ
る
間
合
持
つ	

（　

〃　

）

草
野
球
本
音
の
教
え
人
生
訓	

（　

〃　

）

会
議
室
本
音
を
言
え
ぬ
宮
使
い	

陸
78
岩
田
克
喜

飲
み
会
で
本
音
飛
び
交
う
宮
仕
え	

（　

〃　

）

無
礼
講
本
音
を
言
う
と
無
礼
者	

（　

〃　

）

寅
さ
ん
は
本
音
と
嘘
と
口
車	

（　

〃　

）

戸
に
潜
む
ト
イ
レ
の
神
が
本
音
聞
く	

（　

〃　

）
政
治
家
の
本
音
は
い
つ
も
ま
た
今
度	

陸
78
井
上　

武

誉
め
言
葉
言
っ
た
俺
が
信
じ
な
い	

（　

〃　

）

本
音
隠
し
て
笑
顔
で
乾
杯	

（　

〃　

）

愛
し
て
る
本
音
は
財
布
が
泣
い
て
い
る	

（　

〃　

）

本
音
出
す
出
世
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
る	

（　

〃　

）

（
時
事
・
自
由
句
）

譲
ら
れ
て
わ
が
歳
を
知
る
優
先
席	

東
49
富
田　

徹

優
先
席
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
は
首
に
吊
れ	

（　

〃　

）

わ
が
ム
ラ
に
古
だ
ぬ
き
居
り
熊
居
ら
ず	

陸
65
志
村
泰
元

テ
レ
ビ
視
る
映
る
は
ク
マ
か
大
統
領	

（　

〃　

）

休
戦
は
闘
う
準
備
で
な
お
多
忙	

（　

〃　

）

早
い
冬
秋
の
思
い
で
な
い
ま
ま
に	

陸
66
幸
田
武
生

ま
だ
い
け
る
灯
油
を
買
い
に
自
転
車
で	

（　

〃　

）

若
い
気
で
い
る
の
に
席
を
譲
ら
れ
る	

（　

〃　

）

老
醜
と
思
い
な
が
ら
も
や
せ
我
慢	

（　

〃　

）

冬
眠
の
よ
う
に
出
不
精
寝
正
月	

（　

〃　

）

細
菌
の
お
花
畑
を
持
つ
わ
が
身	

陸
69
鮫
島
洋
二
郎

老
猿
の
尻
笑
い
す
る
永
田
町	

（　

〃　

）

ト
ラ
ン
プ
の
平
和
継
子
の
尻
拭
い	

（　

〃　

）

ト
ラ
ン
プ
に
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
平
和
賞	

（　

〃　

）

獄
中
に
灯
火
親
し
む
ホ
リ
エ
モ
ン	

（　

〃　

）

秋
暑
し
ル
サ
ン
チ
マ
ン
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア	（　

〃　

）

大
和
国
ボ
ク
が
守
る
と
子
蟷
螂	

（　

〃　

）

団
塊
の
女
は
強
し
冬
支
度	

（　

〃　

）

大
五
郎
独
り
待
つ
の
だ
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ	（　

〃　

）

看
護
師
や
白
衣
の
天
使
生
き
て
い
る	

陸
70
柳
沢
今
朝
友

熊
退
治
熊
に
も
言
い
分
在
り
そ
う
な	

（　

〃　

）

新
総
理
憲
法
改
正
我
期
待	

（　

〃　

）

皇
室
と
国
の
安
全
第
一
に	

（　

〃　

）

老
人
会
健
康
談
義
で
酒
が
進
む	

陸
78
井
上
武

健
康
法
試
す
た
び
増
す
ス
ト
レ
ス
値	

（　

〃　

）

ダ
イ
エ
ッ
ト
成
功
し
た
の
に
病
み
始
め	

（　

〃　

）

　

選
句
委
員　
　

幸
田
武
生
、
井
上
武

◎
１
月
20
日
〆
切
、
課
題
は
「
開
く
」
で
す
。

川
柳

教
室
第647回

送
り
先

〒
160
│

0
0
0
2　

東
京
都

新
宿
区
四
谷
坂
町
12
│

22

V
O
R
T
四
谷
坂
町
5
F

公
益
財
団
法
人　

陸
修
偕
行
社
内

　
　
　
　
　
　
　

川
柳
教
室
係

事

務

局

だ

よ

り

新

春

賀

詞

交

換

会

◦　

日　

時　

1
月
8
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
・
15
〜
13
・
30

◦　

場　

所　

靖
國
神
社
（
昇
殿
参
拝
）

　
　

玉
串
料（
2
0
0
0
円（
当
日
申
受
け
））

◦　

�

11
時
15
分
か
ら
、
昇
殿
参
拝
を
行
い
ま

す
の
で
、
参
拝
さ
れ
る
方
は
11
時
10
分

ま
で
に
参
集
殿
に
お
集
ま
り
下
さ
い
。

　
　

�（
受
付
は
、10
時
か
ら
参
集
殿
前
で
実
施
）

　
　

靖
國
会
館
（
賀
詞
交
換
会
）

　
　

参
加
費（
7
0
0
0
円（
当
日
申
受
け
））

　
　

�

賀
詞
交
換
会
の
み
参
加
の
方
は
、
受
付

は
11
時
20
分
か
ら
靖
國
会
館
2
階
で
す
。

1

月

の

近

現

代

史

講

座　

◦　

日　

時　

1
月
22
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

14
・
00
〜
16
・
30

◦　

会　

場　

陸
修
偕
行
社 

会
議
室

◦　

テ
ー
マ　

絶
対
国
防
圏
構
想
の
一
考
察

◦　

講　

師　

屋
代
宜
昭
氏
（
研
究
員
）

◦　

参
加
費　

1
0
0
0
円（
当
日
申
受
け
）

1
月
の
安
全
保
障
講
座
（
そ
の
2
）　

◦　

日　

時　

1
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

15
・
00
〜
16
・
30

◦　

会　

場　

陸
修
偕
行
社 

会
議
室

◦　

テ
ー
マ　

中
東
情
勢
と
日
本
の
教
訓

　
　

─
イ
ス
ラ
エ
ル
の
対
テ
ロ
戦
争
に
学
ぶ
─

◦　

講　

師　

小
川
清
史
氏
（
陸
自
82
期
）

◦　

参
加
費　

1
0
0
0
円（
当
日
申
受
け
）

2

月

の

安

全

保

障

講

座

◦　

日　

時　

2
月
19
日
（
木
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

15
・
00
〜
16
・
30

◦　

会　

場　

陸
修
偕
行
社 

会
議
室

◦　

テ
ー
マ　

�

最
近
の
ロ
シ
ア
の
軍
事
情
勢

◦　

講　

師　

工
藤
天
彦
氏
（
陸
自
84
期
）

◦　

参
加
費　

1
0
0
0
円（
当
日
申
受
け
）

3

月

の

安

全

保

障

講

座　

◦　

日　

時　

3
月
19
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

15
・
00
〜
16
・
30

◦　

会　

場　

陸
修
偕
行
社 

会
議
室

◦　

テ
ー
マ　

最
近
の
中
国
の
軍
事
情
勢

◦　

講　

師　

大
澤
洋
一
氏
（
陸
自
86
期
）

◦　

参
加
費　

1
0
0
0
円（
当
日
申
受
け
）

近
現
代
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◦　

開
催
日　

3
月
21
日
（
土
）

◦　

場　

所　

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

　

細
部
は
陸
修
偕
行
社
H
P
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
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訃　
　

報

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
ま
す

陸
士
56　

手
島　

靖
一
様　

令
7
・
9
・
21

陸
士
58　

小
野　

正
明
様　

令
7
・
8
・
9

陸
士
58　

岡
部　

俊
久
様　

令
7
・
9
・
5

陸
士
59　

村
松　

榮
一
様　

令
7
・
11
・
6

陸
士
59　

高
橋　
　

宗
様　

令
6
・
12
・
28

陸
士
60　

岡
田　
　

実
様　

令
7
・
4
・
13

陸
士
60　

松
屋　

信
雄
様　

令
7
・
11
・
1

陸
自
52　

山
田　

昭
典
様　

令
7
・
10
・
29

陸
自
57　

田
㟢　

英
之
様　

令
7
・
10
・
29

陸
自
63　

外
木
場
孝
蔵
様　

令
7
・
9
・
26

陸
自
68　

近
藤　

忠
助
様　

令
7
・
8
・
30

表
紙
の
写
真

「
富
士
の
朝
焼
け
」

撮
影
者　

市
ヶ
谷
会
館　

館
長　

三
貝　

哲
様

 
令
和
8
年
度

 
寄
付
金（
従
来
の
会
費
）

 

納
付
の
お
願
い

陸
修
偕
行
社
の
会
計
年
度
は
4
月
〜

翌
年
3
月
末
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
寄
付

金
（
従
来
の
会
費
）
の
納
付
は
、
年
度
末

ま
で
に
翌
年
度
分
を
前
納
す
る
こ
と
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

①
普
通
会
員	

5
千
円
（
一
口
）

②
家
族
会
員
（
遺
族
、
配
偶
者
、
子
弟
）

	

3
千
円
（
一
口
）

③
賛
助
会
員
（
個
人
）	

5
千
円
（
一
口
）

④
賛
助
会
員
（
法
人
）	

3
万
円
（
一
口
）

て
お
り
、
関
係
の
修
復
に
は
冷
却
期
間
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
中
国
の
薛
剣
駐
大

阪
総
領
事
が
「
勝
手
に
突
っ
込
ん
で
き
た

そ
の
汚
い
首
は
一
瞬
の
躊
躇
も
な
く
斬
っ

て
や
る
し
か
な
い
。
覚
悟
が
で
き
て
い
る

の
か
」
と
Ⅹ
に
投
稿
し
た
記
事
は
看
過
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
内
容
で
、
暴
力
を
是

認
す
る
よ
う
な
過
激
な
言
葉
で
示
さ
れ
た

こ
の
感
情
的
な
発
言
は
、
外
交
官
に
あ
る

ま
じ
き
発
言
で
、
外
交
官
と
し
て
の
品
位

を
著
し
く
欠
い
て
お
り「
ペ
ル
ソ
ナ・ノ
ン・

グ
ラ
ー
タ
」（
国
外
退
去
）
に
該
当
す
る
と

い
う
意
見
が
多
く
出
て
お
り
ま
す
。
国
外

退
去
さ
せ
た
場
合
に
は
、
中
国
側
の
報
復

的
な
対
応
も
考
え
ら
れ
、
更
に
外
交
関
係

は
緊
張
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
将
来

の
健
全
な
日
中
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に

は
毅
然
と
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
▼
国
際
軍
事
情
勢
は
一
層
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ロ
シ
ア
・
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
で
は
、
戦
線
は
膠
着
し
、
激

し
い
消
耗
戦
が
続
く
中
、
米
国
主
導
の
停

戦
努
力
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体

的
な
成
果
は
な
く
、
停
戦
合
意
の
道
筋
を

見
出
せ
な
い
状
況
で
す
。
ロ
シ
ア
は
停
戦

を
受
け
入
れ
る
動
き
は
全
く
な
く
、
大
き

な
犠
牲
を
出
し
な
が
ら
、
侵
略
を
継
続
し

て
い
ま
す
が
、
イ
ン
フ
レ
や
物
価
上
昇
な

ど
に
よ
る
経
済
的
な
疲
弊
が
顕
在
化
し
て

お
り
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
、
一
部
の

地
域
で
ロ
シ
ア
軍
の
前
進
を
許
し
て
い
る

も
の
の
西
側
の
支
援
を
受
け
て
粘
り
強
く

持
久
戦
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
中
東
で
は

イ
ス
ラ
エ
ル
・
ハ
マ
ス
紛
争
が
米
国
の
主

導
の
和
平
案
で
停
戦
に
な
り
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
不
安
定
で
、
和
平
の
行
方
は

不
透
明
な
状
況
で
す
。
両
紛
争
の
早
期
解

決
と
、
平
和
な
時
代
が
到
来
す
る
こ
と
を

祈
念
し
て
お
り
ま
す
。	

（
武
）

　

偕
行
読
者
の
皆
様
、
新
年

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
一
年
の

偕
行
を
回
顧
し
て
見
れ
ば
、
陸
修
偕
行
社

の
会
員
等
か
ら
幅
広
い
テ
ー
マ
で
積
極
的

な
ご
投
稿
を
頂
き
、安
全
保
障
、近
現
代
史
、

慰
霊
顕
彰
ま
で
充
実
し
た
記
事
を
読
書
の

皆
様
に
お
届
け
で
き
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
新
た
な
年
も
、
読
者
が
関
心

を
持
ち
、
愛
読
し
て
頂
け
る
よ
う
な
記
事

の
編
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
、
皆
様
方
の
ご
投
稿
や
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、
会
員

の
自
学
研
鑽
研
究
論
文
に
加
え
て
、
陸
自

部
隊
や
隊
員
へ
の
提
言
、
装
備
や
軍
事
科

学
技
術
、
防
衛
産
業
の
実
体
、
有
事
法
制

な
ど
も
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
▼
昨
年
の
国
内
政
治

情
勢
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
21
日
、
高
市
早
苗
氏
が
、
日
本
憲
政

史
上
初
の
女
性
首
相
と
し
て
、
第
1
0
4

代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
し
ま
し
た
。
公

明
党
は
政
権
か
ら
離
脱
し
、
自
民
党
と
日

本
維
新
の
会
に
よ
る
連
立
政
権
が
誕
生

し
、
保
守
的
な
信
念
と
安
全
保
障
重
視
の

政
策
を
掲
げ
、
国
民
の
高
い
支
持
率
の
も

と
政
権
を
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
就
任
直
後
の
A
S
E
A
N
首
脳
会
議
、

日
米
首
脳
会
談
、
韓
国
で
の
各
国
首
脳
と

の
会
談
を
成
功
裏
に
導
き
、
卓
越
し
た
外

交
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
高
市
総
理
の
国
会
答
弁
「
台
湾
有

事
は
存
立
危
機
事
態
に
な
り
う
る
」
と
の

発
言
を
受
け
て
、
中
国
政
府
が
強
硬
な
態

度
を
と
り
、
日
中
関
係
の
緊
張
が
高
ま
っ

編
集
後
記

図
書
貸
し
出
し
の
お
知
ら
せ

編
集
委
員
会

　

小
野
寺
平
正
様
（
陸
自
67
）
よ
り
ご
自

身
で
執
筆
さ
れ
た
図
書
「
天
皇
家
の
歴
史

と
問
題
」
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
希

望
の
方
に
は
編
集
委
員
会
よ
り
貸
し
出
し

い
た
し
ま
す
。

連
絡
先　

陸
修
偕
行
社　

編
集
委
員
会

電　

話
：
03
（
6
3
8
0
）
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メ
ー
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：henshu@
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